
解 答
２１６ ３ ７ ８ １２０ ６９度宗 就 州 修 愁 拾粟
５

６ 粟洲 秀 秋 終 繍 習２４ｍ ８０点 １９２個 １８個 １１５.４４１７

１８０ｇ １３０ｍ臭 唄 欝

１６００ １ ㎝舟 唄 欝或
４

解 説
○ ○×75 ○×55

求める分数を とすると， と が整数になるためには，○は14と42の公倍数，□は75と55の公約数にな修
□ □×14 □×42

ります。このような分数で最も小さい場合は，○が14と42の最小公倍数42で，□が75と55の最大公約数5のとき。

2000 ＝0.2 48000÷80×0.2=120愁 或 粟

折り返した角は等しく，錯角も等しいので，右の図のように●印の角は等しい。拾

●＝84÷4=21°

180－(90＋21)＝69°

A，B，Cの比をまとめると， A B C洲

2 ： 1

3 ： 2

6 ： 3 ： 2 のようになります。

AとBがとった残りはCの4倍なので，2×4＝8。ピザ全体は 6＋3＋8＝17。残ったピザはCの3倍なので，2×3＝6。

６
以上のことから 。

17

兄とあき子の分速の差は63÷3＝21（ｍ ，兄の分速は(357＋63)÷5＝84（ｍ ，あき子の分速は84－21＝63（ｍ）秀 ） ）

なので，兄がポストに着いたとき，あき子はポストまで357－63×5＝42(ｍ)の場所にいます。63：84＝3：4なので，

４
2人が出会う場所は42ｍを3：4に分けた4にあたる地点。42× ＝24(ｍ)

３＋４

10回目までの平均点と9回目までの平均点は，3－1＝2点差。10回目までの平均は97－2×9＝79点。目標点は，秋

79＋1＝80点

C＝③，D＝②とすると，B＝12＋②になるので，これらをA＋B＝Cにあてはめると12＋12＋②＝③。これより①＝24終

になる。以上からA＝12，B＝60，C＝72，D＝48。4人の合計は 12＋60＋72＋48＝192。

ABが底辺になる場合は， ABが対角線になる場合は繍

4×2＝8(個) 図のように10(個)

全部で 8＋10＝18(個)
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BCを底辺にした場合の平行四辺形ABCDの高さは，12×12÷16＝9(ｍ)習

(16－1.2)×(9－1.2)＝115.44( )粟

グラフよりアとイの重さがどちらも60gのとき，イはアより0.5ｍ長いので臭唄

1.5÷0.5×60＝180(g)

グラフよりアとイの長さがどちらも1ｍのとき，重さの合計は40＋30＝70(g)欝

9100÷70＝130(m)

水そうの水が入っている部分の底面積の比は5：8なので，一番大きい面を底にした場合の水が入っている部分の底舟唄

面積は，(20×15－15×8)÷(8－5)×5＝300( )或

水そうの底面積は 300＋20×15＝600( )或

入れた水の体積は 600×15－20×15×8＝6600( )欝 安

一番小さい面を底に変えたときの深さは 6600÷(600－120)＝13.75(㎝)

15－13.75＝1.25(㎝)


